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銚子外港周辺における餌料イワシ蓄養試験-II
蓄養試験

平本紀久雄・芝田健二・海老原天生・川上正治

はじめに

ィ可川水が流入する利根川河口の銚子i巷付近でカツオ

一本釣用の餌料イワシを蓄養する試みは，昭和30年代

前半に一度試みられたi列があるが，その結果は不明の

ままである。

著者らは先きに低かん水に対するカタクチイワシの

抵抗力の実験"と蓄養試験予定地付近の環境調査"を

実施した上で，今回は銚子外港および名洗港内でカタ

クチイワシの菩養試験を試みたので，その結果を報告

する。

本文に入るに先立ち，試験に協力された銚子市水産

課，銚子水産事務所お、よび銚子市漁業↑~I，[白l組合の )j 々

に尽くお礼申し上げます。
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図 1 餌料イワシ蓄養試験に用いた網生賓

材料と方法

蓄養試験は次にポ j-2つの刀法 eiiった。

第1llil試験は館山j巷で蓄養中のイワシ(カタクチイ

ワシとマイワシのまじり)約435kgを1976"1'6月12-13

日に当場試験船第 2ちば丸(139トン)のiti魚総にfH，

一昼夜かけて輸送し，銚←f-外港内の蓄養試験場所(前

報の St.1 -2の地点)の容積360rrlの網生費(図1参

照) 2枠(1'10. 1， 2) にそれぞれ収脅し，大洋漁業

製の餌料「大漁」を給餌しながら11日間蓄養した。試

験後の活イワシはふたたび第2ちば丸の活魚自立に移 L，

カツオj魚の官耳宇*に用いた。

第2回試験は1976年11月3日に出尻i中海深10m海区

(N 35040ヘE1400 46')で海通漁協所属中型2そうまき

網漁船恵比寿丸 (14トン)によって漁獲されたカタク

子イワシ約800ぬを海上で上記の網生賓に収容し，銚子

市調査船いぬぽうで4時間曳航(J車度約1ノソト)し

た後，名洗港内(前報の St.13付近)で9日間蓄養し

た。その際，原則!として給餌しなかった。

結果と考察

1.第 1[国蓄養試験

供試魚と蓄養量 No. 1枠には平均体長6.36cm(範

囲5.4-8.9cm) ・平均体重1.79g (範囲1.0-5.5g) 

のカタクチイワシ(ジャミセグロ)と平均体長6.58cm

(範囲5.4-8.8cm) ・平均体重2.5C国(範囲1.1-6.0g) 

のマイワシ(ヒラゴ)中守198同 (66バケツ)が，No.2枠

には平均体長10.70cm(範囲8.8-11.5cm)目平均体重

9.80g (範囲5.1-12.0g)のカタクチイワシ(中セグロ)

と平均体長7.47cm(範囲5.6-8.9四1)，平均体重3.36g

(範囲1.2-5.6g)のマイワシ(ヒラゴ)約237kg(79 

パケツ)が，それぞれ蓄養された。

魚種別の混合'剖合は， No. 1枠では60-70%をマイ

ワシが占め，残り30-40%がカタクチイワンであり，

No・2枠では70-80%をカタクチイワシが占め，残り

20-30%がマイワシであった。
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蓄養中の経過と生残率 蓄養中の観察結果とへい死

量は，表 1に示すとわりである。

No. 1枠では試験開始後. 2昼夜で1.5kgへい死L.

No. 1枠よりもへい死量は多かったが，その後の歩留

りはきわめて良好で. 10日後の累積へい死量は15k!l.

最終の生残率は93%を示した。

10日後で累計57kgへ い 死L.最終 (12日目)の生残率

は重量で70%であった。

No. 2枠では 2昼夜で3目 3kgへい死L.この時点では

供試魚の蓄養試験前と後の体長組成・肥満度を示す

と表 2のようになる。サンプリングに偏りがあったが，

いずれの場合も試験後の肥満度が試験前のそれを上ま

表1 第 1図餌料イワシ蓄養試験の経過

No.l枠(マイワシ小・カタクチイワシ小) No.2枠(カタクチイワシ大 '1'・マイワン小)
月 日 観察時刻 作業内容

へい死量 へい時魚の状態・その他 魚の状態・その他

v112~13 
15: OO~ 館輸り送山2苫のイ網ワ生シ望発号同」よ二 198凶(66バケツ)積み込む 237k， (79バケツ)積み込む16: 00 

¥1 13 
06: 40~ 銚子外f多港すの網~t: 9 63パケ;;(189kg)菩養 12 75バケツ(225k，)蓄養07: 30 資に

10: 30 敷調設置 表と面な塩る素kま量層低塩く素(量51972お.93)魚1品底)付き 活ほとき良ん好ど底付き、数尾表面を跳ねる

12: 30 J空白耳 「大漁J251Jgt鈴耳、喰わず rき大か漁ん」に1Pk盈，tフ始耳、表面に姿をみせて

13 : 30 数ン制を耳でZ落るちイワ 0.04 0.05 

16: 30 4少 0.2 落ちイワシやや多くなる 0.025 

21・00 4砂 0.2 0.62 ヘッ掛ドラノプの灯りに魚が寄り敷絹
に日 りするイワン多

¥'] 14 07: 0日 • 。&1 5勾投E耳、餌付良好 0.96 5k， j控訴、餌付良好

vl 15 09: 30 2多少 0.205 塩付素き量。5表k，面投8餌77、九喰、わ底ず層、水14色.9不8)1良品、底 1.1 • 。

yl 16 投d耳 5k，投餌 4シ 。

¥1 17 • " そシ 。

¥'1 18 10: 15 。 5水k色gi!ift良、好 餌(，t良好 5表kg!師投塩餌素、量餌18付.良14好1品

vl 19 タシ 5kgj正直耳 5kg投餌

vl 20 今シ • e 

5バ1K79ケ.投29ツ餌1{虫品、J餌?主塩色付良素良野量好表、i首面イ14ワ.3シ9~号寄品、り底40層 5日シkOg大~f娩7、0耳パメ、ケス餌ツリ付目?良立好つ。カタクテイワ¥1 21 15: 30 今 。;首イワン残り
60 

¥'1 22 09・45 。 i舌き良好、水色良好 5k，投餌 活き良好、 5kg投自l(

¥'] 23 • • " 

¥'1 24 07: 00 活たよたイりfびワ賞船Hシi謂上し輸生、，送貰s、 57 活(44イノ〈ワケシツ残)り132kg 15 :(舌70イバワケシツ主主)り210kg

歩留り 69.8% 歩留り 93.3% 

表2 第1回蓄養試験開始時および終了時にわける供試魚の平均体長、平均肥満度の比較

生資 蓄養試験開始時 蓄養試験終了時 比 較(終了時一開始時)

No 
魚 種

尾数 平均体長 平均肥満度 尾数 平均体長 平均肥満度 体長差 肥満度来

1 カタクヂイワン 44 6.36 6.59 50 8.21 7.96 1.85 1.37 

1 マ イ ワ ン 25 6.58 8.08 50 7.04 9.07 0.46 0.99 

2 カタクチイワン 7 10.70 7.87 40 10.97 8.52 0.27 0.65 

2 マ イ ワ ン 44 7.02 7.77 25 8.26 9.39 1.24 1.62 



わっていた。

そこで，投餌効果をみるために， No. 2枠のカタク

チイワシを例に， 1日平均 5kQの餌料を与えたとき(

体重の約 2%に該当する)の日間増重率rを畑中の式却

で求めると，

rW1 :初期体重
WZ-Wl ，..~~ . ... I 

r= (布干高¥XlOOただしj'1¥'2・終期体重
nニム玄ニ子) l W3:試験日数

工ニ 1147fご9ftA、X1∞ニ1.6(%)
llXIヱニニτニ←j

となる。したがって，餌料転換効率は80%1こ達し，プ

ランクトン・フィーダーであるカタクチイワシが天然

餌料を摂餌していたことを物語っている。

蓄養場所付近の環境銚子外i巷内試験地の気温・水

温・透明度・塩素量・ PH.i容存酸素量等は[':l12に示

される。

水温は表面で16 .4 ~20.20C ， 1.怠層で14 ， 0~18.10C ，

塩素量は表面で5.18~14.39%'，底層で14.98~18.49%'

を示した。干潮時には表層で河川水の影響が強く，塩

素量は約 1/3に低下したが，カタクチイワシの抵抗

力の許容濃度内であった(7l<i且20
0

C以下では塩素量4

%が許容j農度) 11 0 なお，表層が低かんの場合， f共試

魚はつねに底層に潜っていた(表 1参照)。

I容存酸素量は比較的豊富で，蓄養の障害にはならな

かった(飽和度69.3~109.0%)o PHは7.6~8.4を示

し， ~~7}レカ 1) 1'1で、あった。

カツオ漁場へ輸送中の供試魚の状態 銚子外i巷の蓄

養試験地から積出した{共試魚の漁場へ輸送中の状態は

表 3に示されるように，マイワシは高温域で多量へい

死したが，カタクチイワシは比較的良く生き残っていた。

なか， 6月23日に館山i巷の蓄養場から積出したカタ

クチイワシ(大セグロ)にはピプリオ磁による立鱗や

へい死が続発したが 6月24日に銚子タ卜i巷の試験地か

ら積出した供試魚にはピプリオ病は発生しなかった。
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供試魚と蓄養景平均体長10.25cm(範囲5 ， 7~11.7

cm) ・平均体重1O.95g (範岡1. 5~15.5自)のカタク

チイワシ約800kg (目視推定による)を 1ノットのi宝

さで4時間曳航後，名洗i巷内(海深 5m) で10日間蓄

養した。

なお，漁場水温は17.4
0C，菩養場所の水温は表而

17.8
0
C， 5m層17.0

0
Cであった。

蓄養中の経過と生残準 蓄養中の観察結果は表4に

示すとおりである。 10日目に網生賓を取り上げ，陸上

で総重量を計測したところ， 250kgあった。陸揚された

カタクチイワシの大半は吻鼻部の表皮がすれていた。

供試魚は図3に示すように，体長と肥満度はほとんど

変化せず， したがって重量換算の生残率31%は，その

まま個体数に換算できる。すなわち，蓄養開始時の収

表3 カツオ漁場へ輸送中の餌料用イワシの状態(第 2ち1;f;lL)

2.第2回蓄養試験

月日 水温 (t) 位 置 へい死量 餌料用イ ワ シの状態 備考

VI 24 18.0 銚子外i巷 4 遊主主状態良好 積込み時

11 26 24.2 N34028'・E141026' 20 高温になりマイワシ中心に落ちが目立つ

VI 27 22.7 N32・25'.E 1440 24' 4 
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容尾数は約78.000尾で，蓄養終了時の取り上げ尾数は

約22.800尾(生残率は尾数比で29.2%)と推定される。

今回の供試魚の生残率は，かつて館山湾で同様な方法

で得られた結果 (60.9-65.1%)"よりもかなり低い

成績だったが，未熟な曳航方法に原因があり，単純在

表4 第2阿餌料イワシ蓄養試験の経過

上と車立はできないかも知れない。

蓄養1場君所付近の環境名J洗先i港巷内試験j地也の気温

透明度.塩素量・ PH. i寄存酸素量等は図4に示され

る。

水i昆は表面で15.7-18.2'C， 5 m層で15.8-18.0t

月 日 観察時刻 作業内容 収び容取量上おげ量よ J負の状態その他

Xl 3 07 : 40~ 網田尻生沖賓のの操組業立海て区で 絹生賓の落し口はしばってふさいだ
08: 10 

08: 20~ 曹チ、イ比ワ寿シ丸を鋼よ生り置カにタ轄すク 約日開kg 活き良好だが、ウロコのはく離が日立つ
08: 50 

10: 30 網ぬ生ぼ賛う曳川寺航速開I始ノッ(いト 曳航速度が一定せす幾度か鮪が表面まで持上る

14: 30 名に網洗i生巷賓の蓄を固養試定験す地る 水温表面17.8¥.:、5m層17.0¥.:

15: 35 観察開始 泳ジャしミセグ口がメス良ワ状態が行で動表面がに浮安定かび、 中下層に大型が魚目立(中つゴボウ)カ号室
ている。:舌きはい 不 。ウロコの3客ち

X1 4 12: 20 ぞ質1τ資測枠定の杭打ちと水 メスリのイワチを追ってカモメ約制3飛来eイワン浮上せずoSW(l)風強〈
作業はかどら

Xl 5 12: 25 観察と水質測定 前日と同様イワシ浮上せす。カモメ30羽。風NEに変わる

X 1 6 12: 15 " イワン浮上せず、カモメ約50羽群がる。本温15.7¥.:に低下

X 1 8 12: 45 " 
本と語18.2¥.:に上尾昇がし浮た上が、たイワン浮上せず。カモメ約10羽に減る。餌を取く
、イワシ 5~6fjtIJ'iS'. 1: L 

X 1 12 
09: 30~ 網生賓で取行上げ作業約 約250k，鼻出!lをすったイワシが多い。この日もイワシは浮上しなかった12: 30 20J.、う

% 
蓄養開始日IBL 10.2500 (1∞尾)

201-
11月3日

% 
40 

蓄葺終了日
BL 10.13 (100尾)

20 
(IH112日)

図3

バー

γ
¥
J

M
V
一

ホ

¥

¥

-
E
V
 ijlcf士

銘 17

12 

211i; 
般 10

素吉 L・
量 8

PPm
7 r・~6 

%1 CF9路

40ト 1L..， 

01 ~ ι~ 1.1  L- oL工二」一一L
5 6 7 8 9 10 11 U 8 10 12 

w長同 肥満度

第2回蓄養試験における供試魚(カタクチイ

ワシ)の体長および』出荷度組成(上段 試験

開始日，下段試験終了日)

3 4 5
日

6

石
油
国
唱

f
表
底

喜

(

(

温
明
温
ア

気
透
水一一一一

透

明

度

9
h
M
'
i

ハU

「
l
ト
i
l」

t: 
ーPH(表面)

4 
0一一o /1' {底層)

8.2 ... 一喝塩素量(表面)

呂0 ←--0~ (底層)

PH 

l140 重一飽和尚面)m語。--0 /， (底層)
100壁・一一・酸素量(表而)
80竺。--<J /， (底層)

12 

図 4 名洗i巷餌料イワシ蓄養試験地付近の環境条
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であった。塩素量は表面で18.17~18.39虫色， 5m層で

18.24~18.39%.，を示 L ，安定していた。

溶存酸素量は比較的豊富で、，飽和度は表面で76.5~

106.8%， 5 m層で80.6~ 135.8% を示した。PHは8.1~

8.3の範囲内にあった。

また，この海区は淡淡後のj票砂の浮上が多く，水色

(4 ~ 5) わよび透明度 (0.6~2rn) がきわめて悪か

った。

必要最少網生貸数の試算餌料用イワシの蓄養事業

を営むばあい， 6ヵ月間稼動するものとして 1か統の

収入見積額を4.500万円と仮定すると，餌イワシ売上げ

量は15.000バケツ(約60トン)必要である。蓄養中の
100 

生残率を25%と見込むと，必要蓄養量は60トンX'25" -

240トンとなり，蓄養日数10日間と仮定して， 1回の収

容量は240トン-;-(3 X 6ヵ月)ニ12トンとなる。したが

って， 1図に必要な網生箕数は 12トンニ 1枠32容量=

30枠である。また，生残率を30%と見込むと，約28枠

である。

1 か統が稼動するのに必要な絢生箕数は最低28~30

枠となるカえ実際にはその1 目 5~2f音の45~60N'むを必要

とするだろう。

53 

最後に，今後銚子外港でカツオ釣用の餌料イワシ蓄

養事業の実用化を計るには，漁場から蓄養場まで、の活

イワシの輸送方法の改善，耐j皮f生のある網生賓の開発，

安定した餌イワシの供給の可否，蓄養場所の広さ等，

事監問が山干責していることを指摘しておく。
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